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京大「再エネ講座」とは何か 

• 第1期講座(2013～2018年度) 、第2期講座(2019～2024年度) 

• 本講座発足の原点としての東日本大震災 

• 既存のエネルギー供給システムの課題を克服し、再生可能
エネルギーを中心とする分散型電力システムのあり方を経
済学の視点から分析、政策提言を行う 

• 三つの研究部門 
 【部門A】再エネの普及促進政策とともに、再エネ中心とする分散型電力シ 

  ステムのあり方を探求 

 【部門B】脱炭素化や再エネ大量導入が、分散型電力システムの構築に繋 

  がり、それが地域活性化につながる方途を探求 

 【部門C】パリ協定を受けて今後、本格化する「脱炭素化」と「エネルギー転 

  換」の経済影響、移行のための政策手段の探求 



入門 地域付加価値創造分析 

諸富徹編 日本評論社刊(2019年4月) 
 
序 章 
第1章 地域付加価値創造分析の理論 
第2章 地域付加価値創造分析 
 のケーススタディ 
第3章 再エネの地域付加価値創造分析を 
 自治体レベルで活用する 
第4章 エネルギーまちづくりのガバナンス 
第5章 再エネ条例施行後における 
 エネルギー自治の展開 
第6章 スノーリゾート地域の再生に向けた 
 小水力発電の可能性 
第7章 再生可能エネルギーと地域金融 
第8章 日本山村における地域電化と地域社会、 
 住民の対応—1909〜1968— 
第9章 地域分散型・地域主導型エネルギー 
 システムとその担い手 






